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1. はじめに 

様々な有機物の不完全燃焼によって生成される炭素

質粒子であるブラックカーボン（BC）は，視光領域で

の吸収率が高いことから，球温暖化の原因の一つと考

えられている[1]。しかし，BC の構造的・物理的特性

がどのように地球温暖化に寄与しているのかはまだ明

らかになっていない。そこで，本研究では BC の粒子

サイズに大きな差があることに着目し、光熱変換に対

する粒径サイズ効果を評価することを目的とした。 

 

2. BC の粒径 

エタノールは炭素数 2，プロパノールは炭素数 3，ろ

うそくは炭素数 20 以上と，炭素数の異なる様々な種類

の有機材料から BC を合成した。エタノール，プロパ

ノール，ロウソクで製造した BC を SEM で観察し，粒

径を測定した。平均粒径は，プロパノール生成 BC で

は 26.9 nm，キャンドル生成 BC では 40.9 nm であった。

一方，エタノール生成 BC の粒径は，プロパノール生

成やキャンドル生成の BC の粒径に比べてはるかに小

さく，その粒径を測定することは困難であった。我々

の実験では，炭素含有量が多い BC は粒径が大きく，

炭素含有量が少ない BC は粒径が小さいと考えられ

る。 

 

3.  光熱変換 

次に，ラマンスペクトルの G バンドピークのレー

ザー強度依存性を，試料の温度（●エタノール、▲プ

ロパノール、■キャンドル）に応じて測定した。この

ピークは，レーザー強度の増加とともに単調に減少し，

Fig.1 に示すような直線でよく表された。エタノールで

生成された BC の傾きは他２つの BC よりも大きく

なっていた。ダウンシフト Δωの値から， 

χ=-1.62×10-2 cm-1/K [2]の ΔT=Δω/χの関係を用いて，BC
の温度上昇を求めた。 エタノール，プロパノール，ロ

ウソクで生成したBCに波長 532 nmのレーザーを照射

したところ，それぞれ 20 K/mW，2.6 K/mW，1.7 K/mW
の温度上昇が見られた。これらの結果から，炭素含有

量の多い有機材料から製造した BC は，波長 532 nm の

照射光に対して低い光熱変換効率を示すことがわかっ

た。 
 

4. おわりに 

BC の粒径測定とラマンによる光熱変換効率の計算

結果は，炭素含有量が高い BC は，粒子径が大きい BC

となり，波長 532 nm の照射光で光熱変換効率が低く

なることを示唆している。 
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Fig. 1. G-バンドピーク強度とレーザー強度の関係 
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